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調
査
事
項

調
査
事
項

　

財
産
管
理
に
つ
い
て

調
査
年
月
日

調
査
年
月
日

　

平
成
25
年
５
月
27
日

　

平
成
25
年
８
月
23
日

　

平
成
25
年
10
月
16
日
〜
19
日

　

平
成
25
年
11
月
19
日

　

平
成
26
年
１
月
30
日

調
査
の
概
要

調
査
の
概
要

　

本
委
員
会
は
、
財
産
管
理
に

つ
い
て
「
公
有
財
産
調
書
」「
白

神
・
松
前
小
学
校
学
校
施
設
利

活
用
に
係
る
懇
談
会
の
状
況
」

「
旧
白
神
・
旧
松
前
小
学
校
施

設
利
活
用
に
係
る
公
募
要
領
」

等
の
資
料
に
基
づ
き
事
情
聴
取

並
び
に
先
進
地
の
実
態
把
握
の

た
め
、
徳
島
県
勝
浦
町
、
同
県

三
好
市
の
視
察
調
査
を
実
施
し

た
。視

察
調
査
の
概
要

視
察
調
査
の
概
要

⑴
徳
島
県
勝
浦
町

　

勝
浦
町
は
、
徳
島
県
の
南
東

部
に
位
置
し
、
美
し
い
風
景
と

緑
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
気

候
温
暖
な
ま
ち
で
あ
る
。
古
く

か
ら
阿
波
み
か
ん
栽
培
発
祥
の

地
と
し
て
知
ら
れ
、
東
西
に
流

れ
る
勝
浦
川
両
岸
の
山
腹
に
広

が
る
栽
培
地
は
、
徳
島
県
の
主

要
産
地
で
あ
る
。

　

人
口
は
約
５
千
７
０
０
人

で
、
人
口
減
少
と
少
子
・
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
る
。

　

産
業
別
就
業
者
数
は
、
第
一

次
産
業
が
全
体
の
27
．
７
％
、

第
二
次
産
業
が
23
．
３
％
、
第

三
次
産
業
が
48
．６
％
を
占
め
、

農
業
、
卸
売
・
小
売
業
、
製
造

業
、
建
設
業
が
主
な
産
業
で
あ

る
。

　

平
成
14
年
３
月
に
廃
校
と

な
っ
た
小
学
校
を
約
２
億
１
千

万
円
の
事
業
費
で
改
修
し
、
農

村
体
験
宿
泊
施
設
「
ふ
れ
あ
い

の
里
さ
か
も
と
」
を
オ
ー
プ
ン

し
て
い
る
。

　

施
設
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

・
目
的　
「
交
流
」
に
よ
る
町
づ

く
り
の
推
進

　

都
市
住
民
へ
の
農
村
体
験
・

宿
泊
の
場
の
提
供

　

地
域
の
産
業
・
文
化
・
生
活

面
で
の
幅
広
い
活
性
化

　

地
域
農
産
物
の
市
場
外
流
通

の
場
の
確
保

　

地
域
住
民
の
就
業
の
場
の
確

保・
施
設
の
内
容　

１
千
２
７
９

㎡　

１
階　

事
務
所
、
食
堂
、

大
浴
場
、
小
浴
場
、
厨
房　

２

階　

宿
泊
室
（
８
畳
３
室
、
14

畳
１
室
、
16
畳
１
室
、
23
畳
１

室
）
３
階　

体
験
室
、研
修
室
、

資
料
室
、
加
工
室

・
施
設
の
管
理　

地
域
住
民
主

体
の
「
坂
本
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
運
営
委
員
会
」
が
、
町
か

ら
の
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理

運
営
を
し
て
い
る
。

・
経
費　

運
営
委
員
会
が
独
立

採
算
で
運
営
し
て
い
る
。（
オ
ー

プ
ン
か
ら
５
年
間
は
、
光
熱
水

費
を
町
が
負
担
）

・
体
験
事
業　

地
域
住
民
が
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

　

農
業
体
験　

み
か
ん
・
椎
茸
・

じ
ゃ
が
い
も
栽
培

　

加
工
体
験　

田
舎
こ
ん
に
ゃ

く
・
豆
腐
作
り
、
草
木
染
め
、

竹
細
工

　

自
然
体
験　

山
菜
採
り
、
川

遊
び
、
自
然
散
策

・
利
用
実
績
（
平
成
22
年
度
）

　

宿
泊　
　

３
千
３
５
６
人

　

飲
食　
　

７
千
２
８
９
人

　

体
験　
　
　
　

６
４
７
人

　

そ
の
他　
　
　

２
５
８
人

　

計　

１
万
１
千
６
０
１
人

　

地
域
活
性
化
へ
の
効
果
と
し

て
は
、
当
初
計
画
を
大
き
く
上

回
る
施
設
利
用
者
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
新
た
な
雇
用
の
機
会

を
創
出
し
た
と
と
も
に
、
地
域

農
産
物
の
新
た
な
供
給
販
売
の

場
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

沿
道
や
施
設
内
に
花
を
植
栽
し
、

施
設
や
地
域
の
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
女
性
グ
ル
ー
プ
が
誕

生
す
る
な
ど
、
新
た
な
活
動
の

き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
、「
事
業
継
続
の

た
め
に
は
、
経
済
的
視
点
や
後

継
者
の
育
成
」
と
「
マ
ン
ネ
リ

化
し
な
い
よ
う
、
常
に
創
意
工

夫
」
の
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ
て

い
た
。

徳島県勝浦町視察の様子
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⑵
徳
島
県
三
好
市

　

三
好
市
は
、
平
成
18
年
３
月

１
日
、
三
好
郡
の
三
野
町
、
池

田
町
、
山
城
町
、
井
川
町
、
東

祖
谷
山
村
、
西
祖
谷
山
村
の
４

町
２
村
が
合
併
し
、
現
在
の
三

好
市
が
誕
生
し
た
。
徳
島
県
の

西
端
に
あ
り
、
四
国
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
交
通

の
要
衝
と
し
て
、
ま
た
、
県
西

部
の
社
会
、
経
済
、
文
化
、
観

光
の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き

て
い
る
。

　

人
口
は
約
２

万
９
千
５
０
０

人
で
、
人
口
減

少
と
少
子
・
高

齢
化
が
続
い
て

お
り
、
平
成
２

年
と
比
較
し
て

約
１
万
２
千
人

（
29
．
１
％
）減

少
し
、
徳
島
県

の
５
．
５
％
減

に
比
べ
約
５
倍

の
急
速
な
減
少

傾
向
に
あ
る
。

　

産
業
別
就
業

者
数
は
、
第
一

次
産
業
が
全
体

の
８
．
１
％
、

第
二
次
産
業
が

29
．
７
％
、
第

三
次
産
業
が

61
．
９
％
を
占
め
、
サ
ー
ビ
ス

業
、
建
設
業
、
卸
売
・
小
売
業
、

製
造
業
が
主
な
産
業
で
あ
る
。

　

三
好
市
は
、少
子
化
・
過
疎
化

に
よ
る
児
童
数
の
減
少
等
か
ら

学
校
の
統
廃
合
が
進
み
、
学
校

と
し
て
の
利
用
が
休
止
・
廃
止

さ
れ
た
休
廃
校
（
平
成
25
年
４

月
現
在
で
28
校
）
の
校
舎
及
び

附
帯
施
設
が
数
多
く
存
在
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
休
廃
校
は
、
地

域
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
拠
点

と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
、

そ
の
多
く
が
避
難
所
や
投
票
所

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
必
ず
し
も
有
効
に
活
用
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況

で
あ
り
、
休
廃
校
の
活
用
を
通

し
た
雇
用
の
創
出
や
地
域
の
活

性
化
を
図
る
目
的
で
、
活
用
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
明
ら

か
に
す
る
「
三
好
市
休
廃
校
等

の
活
用
に
関
す
る
基
本
方
針
」

を
平
成
２
５
年
３
月
に
策
定
し

て
い
る
。

　

活
用
の
基
本
的
方
針
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

・
雇
用
の
創
出
や
地
域
の
活
性

化
に
結
び
つ
く
活
用
を
目
指
す

・
休
廃
校
等
を
活
用
の
方
向
性

ご
と
に
区
分
す
る

・
広
く
活
用
の
ア
イ
デ
ア
、
提

案
を
募
集
す
る

・
活
用
主
体
が
休
廃
校
等
を
活

用
す
る
基
準
を
定
め
る

・
活
用
に
あ
た
っ
て
は
地
域
の

理
解
を
得
る
こ
と

　

次
の
と
お
り
、
活
用
に
向
け

た
課
題
を
挙
げ
て
い
る
。

・
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
利

活
用
や
維
持
管
理
に
一
定
の
投

資
、
費
用
が
必
要
で
あ
る
。

・
建
築
年
度
が
古
く
、
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
建
物
が

あ
る
。

・
学
校
、
施
設
、
地
域
ご
と
に

実
情
が
異
な
る
。

・
活
用
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
自

ら
創
出
し
、
実
現
で
き
る
地
域

は
限
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き

「
三
好
市
休
廃
校
等
活
用
事
業

募
集
要
項
」
を
定
め
、
第
１
次

募
集
（
平
成
25
年
３
月
か
ら
同

年
５
月
ま
で
）
で
は
、
５
件
の

応
募
が
あ
り
、福
祉
関
係
施
設
、

農
産
物
加
工
所
、農
産
物
加
工
・

販
売
所
の
３
件
が
採
択
さ
れ
、

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。ま
た
、

同
年
12
月
ま
で
に
第
３
次
募
集

ま
で
行
っ
て
い
る
。　

所

見

所

見

　

統
廃
合
に
よ
り
廃
校
と
な
っ

た
旧
白
神
小
学
校
、
旧
松
前
小

学
校
、
旧
館
浜
小
学
校
の
校
舎

等
の
利
活
用
は
、「
松
前
町
学

校
施
設
利
活
用
検
討
委
員
会
」

に
よ
り
検
討
さ
れ
、
そ
の
内
容

を
町
長
に
報
告
し
て
い
る
。
ま

た
、
旧
白
神
小
と
旧
松
前
小
に

お
い
て
は
、
地
域
に
よ
る
懇
談

会
を
開
催
し
、
こ
の
意
見
等
を

踏
ま
え
、
施
設
利
用
者
の
公
募

を
行
っ
た
が
、
提
案
者
は
い
な

か
っ
た
状
況
で
あ
る
。
旧
館
浜

小
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
著

し
く
、
現
状
の
ま
ま
で
は
利
用

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
、

解
体
し
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
な
る
施
設

を
建
設
す
る
と
の
位
置
づ
け
が

な
さ
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
利

活
用
の
検
討
と
維
持
管
理
な
ど

万
全
に
対
処
さ
れ
た
い
。

　

空
き
家
と
な
っ
た
教
職
員
住

宅
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

は
、町
営
住
宅
と
し
て
の
賃
貸
、

外
国
人
研
修
者
受
け
入
れ
の
た

め
の
施
設
と
し
て
の
貸
付
、
倉

庫
と
し
て
の
貸
付
な
ど
を
行
っ

て
い
る
が
、
今
後
も
引
き
続
き

貸
付
け
や
売
却
を
検
討
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
老

朽
化
が
著
し
く

利
用
不
可
能
な

教
職
員
住
宅

は
、
建
物
の
倒

壊
や
建
築
材
等

の
飛
散
、
不
特

定
者
の
侵
入
に

よ
る
火
災
や
犯

罪
の
誘
発
、
廃

棄
物
の
不
法
投

棄
場
所
に
な
る

な
ど
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、

環
境
整
備
な
ど

の
維
持
管
理
に

万
全
を
図
る
と

と
も
に
、
解
体

に
つ
い
て
も
検

討
さ
れ
た
い
。

　

自
治
体
が
所
有
す
る
公
共
施

設
に
つ
い
て
、統
廃
合
や
補
修
、

長
寿
命
化
な
ど
最
適
な
管
理
方

針
を
定
め
る
「
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」の
策
定
が
、平
成

26
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
。
当

町
に
お
い
て
は
、
老
朽
化
す
る

公
共
施
設
や
利
用
さ
れ
て
い
な

い
旧
小
島
診
療
所
な
ど
の
普
通

財
産
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る

の
で
、
策
定
が
予
定
さ
れ
て
い

る
上
記
の
計
画
に
基
づ
い
て
、

維
持
管
理
な
ど
万
全
に
対
処
さ

れ
た
い
。

徳島県三好市視察の様子

旧白神小学校現地調査の様子


